
御坊・日高圏域介護人材白書
令和４年度御坊・日高圏域介護人材確保に関する事業所と職員の実態調査

ご協力、ありがとうございました！

全国で介護人材が不足

今後、介護ニーズの増加と共に、介護人材の不足が課題となっています。 和歌山県では2025
年度に1,000人、2040年度に4,000人不足すると推計されています。
御坊市、美浜町、日高川町では、介護人材の確保について連携し、「御坊・日高圏域介護人材

確保推進プロジェクトチーム」として令和４年度に介護労働者の雇用状況、労働環境や労働条件
に関する問題意識を把握し、人材確保に向けた課題解決に役立てるために調査を実施し、結果の
概要をとりまとめました。
調査結果をみなさんと共有し、働き続けやすい職場、転職先に選んでもらいやすい職場づくりへ

一緒に取り組みを進めていきましょう。

御坊・日高圏域介護人材確保推進プロジェクトチーム

事業所調査 職員調査

対象地域 御坊市、美浜町、日高町、由良町、印南町、日高川町

調査期間 2022年10月3日～11月24日 2022年9月28日～11月21日

対象 約100事業所 約1,400人

回答数 51事業所 307人

回答率 51.0％ 21.9％

２０２２

１．回答事業所の状況と職員不足の状況
２．職員採用の状況
３．職員の離職状況
４．介護・子育て支援への取り組み
５．事業所の課題と人材確保への取組

（事業所調査の結果）
６．職員３０７人の状況
７．現在の職場の状況

８．スキルアップしたいこと
９．介護関係の職場への就職・転職のきっかけ
１０．仕事の継続にむけて
１１．働く上での悩み
１２．悩み・不安・不満等の解消に向けた取組状況
１３．これからの介護員材確保に必要なこと

（職員調査の結果）
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１年未満

1.3%

１年以上

２年未満

3.6%

4.1%

２年以上

３年未満

4.6%

３年以上

４年未満

3.6%

4.5%

４年以上

５年未満

10.7%

4.2%

5年以上

10年未満

7.1%

24.4%

１０年以上

66.1%

52.1%

無回答

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分

御坊日高圏域

(n=51)

R3年度全国

(n=8,809)

1-1 事業所の概要

【介護事業開始後の年数】

●非正規職員の割合は全体で42.9%、職種別にみると、訪問介護員、看護職員は非正規の割合が高い。

1-2 職種別の正規・非正規職員の割合

69.2%

12.3%
4.6%

13.8% 12.3%

採用が困難

(n=45)

離職率が高い

(n=8)

事業拡大により

必要人数が増大した

(n=3)

その他

(n=9)

無回答

(n=8)

不足＊

62.7%

62.5%

63.0%

適当

33.3%

37.5%

36.6%

無回答

3.9%

0.4%

区分

御坊日高圏域

(n=51)

R3年度和歌山県

(n=64)

R3年度全国

(n=8,742)

● 事業所の６割以上が職員不足を感じ、職種別では訪問介護員、介護支援専門員で高い。不足している理
由は「採用困難」が７割で高い。

1-3 職員の不足状況

100.0%

28.6%

55.2%

44.4%

15.0%

38.1%

45.5%

79.4%

29.6%

52.4%

45.7%

17.3%

30.8%

16.6%

80.6%

33.6%

64.4%

44.7%

22.0%

30.2%

32.9%

0.0% 50.0% 100.0%

訪問介護員

サービス提供責任者

介護職員

看護職員

生活相談員

PT・OT・ST等

介護支援専門員
採用が困難
(n=45)

離職率が
高い

(n=8)

事業拡大により
必要人数が増
大した(n=3)

その他
(n=9)

無回答
(n=8)

【不足している理由（複数回答）】

【職種別にみた不足状況】

５１事業所では、社会福祉法人が約半数を占め、事業開始後10年以上の事業所が6割以上です。非正規
職員の割合は全体で42.9%で、６割以上の事業所で職員が不足し、採用困難が課題となっています。

１．回答事業所の状況と職員不足の状況 事業所調査

【職員の不足状況】

1

＊「不足」は、大いに不足、不足、やや不足の合計。

社会福祉

法人

45.1%

7.4%

15.4%

株式会社・

有限会社

21.6%

64.9%

58.8%

医療法人

21.6%

9.6%

10.2%

社会福祉

協議会

6.4%

4.2%

NPO

2.0%

5.3%

4.6%

その他

9.8%

6.5%

6.1%

無回答

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

23.5%

17.6%

15.7%

9.8%

7.8%

7.8%

5.9%

3.9%

3.9%

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

居宅介護支援

通所介護

訪問介護

介護老人福祉施設

地域密着型通所介護

認知症対応型共同生活介護

訪問看護

認知症対応型通所介護

介護老人保健施設

訪問リハビリテーション

通所リハビリテーション

短期入所療養介護

特定施設入居者生活介護

福祉用具貸与・販売

小規模多機能型居宅介護

その他

【介護サービスの種別】 【法人種別】

区分

御坊日高圏域
回答数：51事業所

R3年度和歌山県
回答数：94事業所

R3年度全国
回答数：8,809事業所

御坊日高圏域
回答数：51事業所

R3年度全国
回答数：8,809事業所

●法人種別は社会福祉法人が半数近くを占め、事業開始から10年以上の事業所の割合が高い。

区分

御坊日高圏域
回答51事業所

R3年度和歌山県
回答64事業所

R3年度全国
回答8,742事業所

正規職員

69.9% 57.1%

7.7%

79.2%
60.4%

48.8%

80.0% 82.5% 87.5%
100.0%

非正規職員

30.1% 42.9%

92.3%

20.8%
39.6%

51.2%

20.0% 17.5% 12.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

R3年度全国

(n=176,331)

御坊日高圏域

(n=827)

訪問介護員

(n=104)

サービス

提供責任者

(n=24)

介護職員

(n=422)

看護職員

(n=121)

生活相談員

(n=40)

介護支援

専門員

(n=57)

PT・OT・ST等

(n=56)

福祉用具

関係

(n=3)

御坊日高圏域
回答数：50事業所

R3年度和歌山県
回答数:64事業所

R3年度全国
回答数：7,039事業所

福祉用具関係
（職員数：3人）（職員数：56人）

介護支援専門員
（職員数：57人）（職員数：40人）（職員数：121人）（職員数：422人）

（職員数：24人）
（職員数：104人）（職員数：827人）（職員数：176,331人）

回答数：51事業所
(56サービス)

回答数：45事業所

8事業所
回答数：45事業所 9事業所 8事業所

3事業所



37.3%

37.3%

35.3%

35.3%

35.3%

25.5%

17.6%

15.7%

15.7%

11.8%

7.8%

3.9%

3.9%

2.0%

41.4%

28.1%

33.6%

42.2%

36.9%

27.6%

8.3%

35.7%

15.3%

21.2%

8.6%

8.9%

7.7%

17.4%

0.0% 25.0% 50.0%

職員や知人と連絡を密にとり、人材についての情報の提供を受けている

ハローワークや福祉人材センターを頻繁に訪れている

福祉系の教育機関出身者にこだわらないようにしている

介護資格や介護経験の有無にこだわらないようにしている

新規学卒者や若手にこだわらないようにしている

自事業所の理念やアピールポイントをHP等を介して対外的に発信している

福祉系教育機関への働きかけを積極的に行っている

求人に際し、仕事そのものの魅力や労働条件を掲載する等求人内容を工夫している

採用説明会や職場体験を実施している

内定後のフォローをしっかり行っている

新規学卒者を定期的に採用している

近隣の事業所と連携し、採用に関し情報交換をしている

子育て支援を行っている（子供預かり所を設ける、保育費用支援等）

採用について、従来より多くコストをかけている

● ３職種の採用率は他に比べて低い。

採用率
4.5%

採用率

12.8%

採用率

14.8%離職率

10.7%

離職率

14.6%
離職率

14.1%

0.0%

4.0%

8.0%

12.0%

16.0%

御坊日高圏域

３職種計(n=572)

R3年度和歌山県

３職種計(n=＊58)

R3年度全国３職種計

(n=113,843)

【３職種の離職率比較】

2-1 ３職種（訪問介護員・サービス提供責任者・介護職員）の採用率と離職率

増加率 0.7増加率 -1.8

増加率 -6.2

１年間の採用率 ＝ １年間の採用者数 ÷ 現在の在籍者数 × １００
１年間の離職率 ＝ １年間の離職者数 ÷ 現在の在籍者数 × １００

2-2 職員採用の工夫

● 行われている採用の工夫と、職員が離職や復職・転職する理由とのギャップがある。

【職員採用の工夫（複数回答）】

不足の主な要因である採用状況は、採用率が4.5%と他に比べてかなり低い状況です。採用の工夫は行
われていますが、職員が求めている「やりがい」とのギャップがあり、検討が求められます。

２．職員採用の状況 事業所調査

2

介護の仕事を選ぶ理由

34.9%

24.4%

21.2%

20.2%

15.6%

12.7%

12.4%

12.1%

12.1%

0.0% 20.0% 40.0%

働き甲斐のある仕事だと思った

資格・技能が活かせる

今後もニーズが高まる仕事だから

人や社会の役に立ちたい

お年寄りが好き

他によい仕事がない

介護の知識や技能が身につく

身近な人の介護の経験から

自分や家族の都合のよい時間に働ける

職員調査

➊ 身近な人に誘われた・勧められた(27.3%)

➋ 他によい仕事がなかった(19.5%)

➌ 資格を持っていた(18.8%)

介護以外から転職した理由介護の仕事を選んだ理由

➊ 通勤が便利(25.0%)

➋ 生活費を稼ぐため(23.1%)

➌ 友人・知人の誘い(22.1%)

介護関係に復職した理由

御坊日高圏域
回答数：51事業所

R3年度全国
回答数：8,742事業所

事業所数：58事業所）（職員数：572人） （職員数：113,843人）

回答数：51事業所



1年未満
16.4% 23.2% 35.0%

1年以上3年未満

23.0%
24.6%

23.7%

3年以上
59.0% 52.2% 41.3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

区分 御坊日高圏域

３職種計

(n=61)

R3年度

和歌山県３職種計

(n=*58)

R3年度

全国３職種計

(n=15,008)

3-1 離職者の勤務年数

● 勤務１年未満の離職は低いが、３年以上の離職が６割以上と高く、職種別でみると訪問介護員、PT・OT・
ST等が高い。

1年未満
14.3% 10.0% 0.0% 17.6% 16.7%

1年以上

3年未満
27.3% 27.5% 33.3%

50.0%
80.0%

3年以上
57.1%

90.0%
52.9% 50.0% 50.0%

20.0%

100.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

区分 離職者全体

(n=77)

訪問介護員

(n=10)

サービス提供

責任者…

介護職員

(n=51)

看護職員

（正・准含む）…

生活相談員

(n=2)

介護支援専門員

(n=5)

PT・OT・ST等

(n=3)

【３職種の職種者の勤務年数（訪問介護員・サービス提供責任者・介護職員）】

【職種別にみた離職者の勤務年数】

勤務年数３年以上の離職が６割と高く、「職場内の人間関係」が課題となっています。離職防止に向けて
人間関係改善への取り組みは行われていますが、効果は低く、取り組む方策の検討が求められます。

3．職員の離職状況 事業所調査

34.3%

28.6%

17.1%

14.3%

11.4%

11.4%

11.4%

8.6%

8.6%

5.7%

5.7%

5.7%

2.9%

2.9%

14.3%

8.6%

0.0% 20.0% 40.0%

他の事業所に転職
職場内の人間関係

業務がきつく、精神的・体力的に続かない
福祉・介護以外の職業へ転職

介護・看護のため
仕事内容が合わない（就職前のイメージと違った）

職場までの通勤距離・時間
スキルアップのための転職

定年退職または雇用期間満了
妊娠・出産・育児のため

賃金に対する不満
法人の理念と職員の方針とが合わなかった

結婚のため
賃金以外の労働条件に対する不満

その他（事業所からやめて頂いた場合も含む）
わからない

3-2 離職理由

● 「職場内の人間関係」や「介護・子育てとの両立」が課題となっている。
【職員が離職した主な理由（複数回答）】

回答数：34事業所

3

3-3 離職防止・定着促進に向けた取り組み状況

● 労働環境への取り組みは一定の効果はあるが、課題である人間関係への取り組みの効果は低い。また、
職員が仕事を選択する「働き甲斐」へのアプローチは低く、子育て支援の取り組みは低い。

（職員数：15,008人）（職員数：61人） （58事業所）
＊和歌山県のみ事業所数から算出

（10人） （51人） （正・准含む6人） （2人） （5人） （3人）

サービス提供
責任者
（0人）

回答数：51事業所

御坊日高圏域
の離職者全体

（77人）

74.5%

58.8%

60.8%

19.6%

41.2%

33.3%

66.7%

27.5%

35.3%

15.7%

37.3%

11.8%

41.2%

37.3%

17.6%

15.7%

15.7%

9.8%

7.8%

7.8%

7.8%

5.9%

5.9%

5.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

残業を少なくする、有給休暇を取りやすくする等の労働条件の改善に取り組んでいる

本人の希望に応じた勤務体制にする等の労働条件の改善に取り組んでいる

職場内の仕事上のコミュニケーションの円滑化を図っている

賃金水準を向上させている

経営者・管理者と従業員が経営方針、ケア方針を共有する機会を設けている

能力や仕事ぶりを評価し、賃金などの処遇に反映している

採用時に業務内容・就労条件について詳細に説明する

仕事内容の希望を聞いて配置している

業務改善や効率化等による働きやすい職場作りに力を入れている

新人の指導担当・アドバイザーを置いている

悩み、不満、不安などの相談窓口を設けている

子育て支援を行っている

実施している

効果がある



いた 9.8%

いない

70.6%

わからない

3.9%

無回答

15.7%

「介護・子育て支援」で１割程度の離職があり、両立支援に向けた取り組みも行われていますが、運用に
あたっては職員の希望を聞きながら柔軟な対応が求められます。

４．介護・子育て支援への取組 事業所調査

4

仕事と介護の両立 仕事と子育ての両立

⚫事業所の理解（上司の理解、相談窓口）

⚫勤務調整
・緊急時に遠慮なく休みが取れる職場環境
・始業時間、終業時間をずらせる
・一時的に正社員からパートに勤務変更できる
・介護休暇がとれる

⚫見守り
・介護保険外の見守り支援
・施設に入れない高齢者をみてくれるところ

⚫介護サービス等の利用
・仕事中に、預かってもらえる場所や介護の休息
（寝られない時が一番しんどかった）

・早朝、夜までのデイサービス
・職場がみてくれたら嬉しい
・施設を格安で利用できる制度

⚫経済的

・給与アップ

➊ 子どもの行事や病気などの時に休暇が取りやすい
56.7%

➋ 保育園が延長保育をしてくれる 41.0%

➌ 保育料の補助 39.7%

➍ 病児保育 35.5%

➎ 学童保育の延長 34.5%

➏ 勤務時間の短縮 34.2%

➐ ファミリーサポ―ト 24.8%
地域の子育てを目的に、援助を受けたい人・援助したい人
のネットワークを作り、保育所や幼稚園等の送迎や発熱時
のお迎えと受診など、子育てを助け合う会員組織。

職員からみた介護・子育て両立のために「あると助かる」こと

回答数：307人

4-2 仕事と介護や子育ての両立に向けた取り組み

【職員の仕事と介護・育児の両立支援に取り組んでいること（複数回答）】

●介護休業、育児休業等は取り組みが多いが、両立に関する情報提供や研修等は低い。

78.4%

78.4%

62.7%

56.9%

31.4%

25.5%

17.6%

15.7%

3.9%

2.0%

0.0% 50.0% 100.0%

介護休業や介護休暇を就業規則に定めている

育児休業や育児休暇を就業規則に定めている

介護休業や介護休暇の内容や利用手続きに関して、職員全員に周知している

育児休業や育児休暇の内容や利用手続きに関して職員全員に周知している

介護の課題に直面した従業員からの相談窓口を設けている

育児の課題に直面した職員からの相談窓口を設けている

仕事と介護の両立の仕方に関して、情報提供や研修をしている

仕事と育児の両立の仕方に関して情報提供や研修をしている

その他

取り組んでいない

4-1 介護や子育てによる離職状況

いた 7.8%

いない

72.5%

わからない 5.9%

無回答 13.7%

【過去３年間に身内の介護を理由に退職した職員】 【過去３年間に妊娠・出産・育児を理由に退職した職員】

●介護や育児で１割程度の離職がある。

回答
51事業所

回答
51事業所

職員調査

回答数：51事業所



70.6%

54.9%

49.0%

41.2%

39.2%

25.5%

15.7%

56.3%

34.1%

31.5%

26.1%

26.3%

30.9%

35.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

教育・研修等の年間計画を立てている

教育・研修の責任者もしくは担当部署を決めている

採用時の教育・研修を充実させている

自治体や、業界団体が主催する教育・研修には積極的に参加させている

法人全体で連携して育成に取り組んでいる

能力の向上が認められた者は、配置や処遇に反映している

職員に後輩の育成を経験させる（エルダー制度等）

● 問題点として「良質な人材確保」は58.8%で他に比べて高く、「経営が苦しく労働条件や労働環境改善を
したくてもできない」は11.8％と低い。

5-1 運営する上での問題点

5-2 人材育成の取り組み状況

訪問系 居住系 施設系（入所型） 施設系（通所型） 居宅介護支援

1 良質な人材確保 良質な人材確保 良質な人材確保 良質な人材確保 良質な人材確保

2 書類作成に追われる
今の介護報酬では
十分な賃金が払えない

今の介護報酬では
十分な賃金が払えない

書類作成に追われる 書類作成に追われる

3
教育・研修の時間が
とれない

利用者確保が難しい
教育・研修の時間が
とれない

利用者確保が難しい
教育・研修の時間が
とれない

【介護サービス類型別にみた問題点】

● 教育・研修等の取り組みは他に比べて高いが、OJT教育（上司や先輩が実務を通して知識や技術を身に
つけていく教育法）は他に比べて低い。

事業所の課題は、「人材確保」が最も高く、次いで「書類作成に時間を要する」で、仕事の効率化が求め
られています。

【人材育成の取り組みのための方策（複数回答）】

５．事業所の課題と人材確保への取組 事業所調査

5

御坊日高圏域
回答数：51事業所

R3年度和歌山県
回答数：92事業所

R3年度全国
回答数：8,742事業所

活用したこと

がある

21.6%

13.7%

11.8%

9.8%

活用している

7.8%

5.9%

2.0%

検討したが活用

しなかった

11.8%

5.9%

17.6%

7.8%

知らなかった

9.8%

19.6%

11.8%

23.5%

必要ない

9.8%

11.8%

17.6%

9.8%

その他

7.8%

7.8%

5.9%

7.8%

無回答

31.4%

37.3%

33.3%

41.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分

キャリアアップ助成金

特定求職者雇用開発助成金

介護ロボット導入支援事業補助金

人材確保等支援助成金

5-3 公的助成金の活用状況

● 人材確保等の助成金は「知らなかった」が高い。

回答数：51事業所

【介護保険サービスを運営する上での事業所の問題点（３つ選択）】

58.8%

37.3%

29.4%

25.5%

21.6%

11.8%

0.0% 30.0% 60.0%

良質な人材の確保が難しい

指定介護サービス提供に関する書類作成が煩雑で時間に追われている

今の介護報酬では、人材の確保・定着のために十分な賃金を払えない

教育・研修の時間が十分に取れない

新規利用者の確保が難しい

経営（収支）が苦しく、労働条件や労働環境改善をしたくてもできない

御坊日高圏域
回答数：51事業所

R3年度和歌山県
回答数：92事業所

R3年度全国
回答数：8,742事業所



１０分以内

41.4%

約２０分

41.0%

約３０分 13.0%

約４０分 3.6%

約５０分以上 1.0%

１年未満

3.6%

4.7%

3.4%

１～３年未満

6.8%

7.8%

8.3%

３～５年未満

7.8%

10.9%

9.1%

５～７年未満

9.8%

7.8%

9.8%

７～１０年未満

9.4%

15.0%

14.2%

１０年以上

62.5%

50.2%

52.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分

御坊日高圏域(n=307)

R3年度和歌山県(n=193)

R3年度全国(n=19,925)

● 10年以上の経験者が６割以上。

49.8%

11.1%

10.7%

10.1%

4.6%

4.2%

3.6%

1.6%

4.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

介護職員

介護支援専門員

看護職員

訪問介護員

PT・OT・ST等

施設長・管理者

生活相談員

サービス提供責任者

その他

6-7 介護関係の仕事の通算経験年数

6-5 主な職種 6-6 持っている介護関係の資格

６．職員３07人の状況 職員調査

４割以上の人が生計を担い、通勤時間20分以内の事業所で働いています。介護関係の仕事の経験が
10年以上の人が6割以上と他に比べても高く、介護福祉士の資格を持つ人も多い状況です。

59.6%

24.1%

17.9%

9.1%

4.9%

1.0%

1.0%

8.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

介護福祉士

ホームヘルパー２級

介護支援専門員

介護職員初任者研修

社会福祉士

ホームヘルパー１級

介護職員基礎研修

上記の資格はない

● 回答者の半数が介護職員。

● 平均年齢は43.7歳、65歳以上の割合は4.2%。

● 20分以内が８割以上、事業所の約12キロ圏内
に住んでいる。

6-4 通勤時間

6-2 平均年齢と65歳以上の割合の比較

回答数
307人

6-3 配偶関係＆生計

既婚

61.9%

未婚

29.3%

離死別 8.8%

自分

41.0%

自分以外

37.5%

生活費は折半等 21.5%

【配偶関係】 【主に生計を維持している人】

● 6割が既婚、４割が生計を維持。

男 32.2%

女 65.8%

回答しない 2.0%

● 1.5人に1人は女性。

6-1 性別

回答数
307人

6

43.7歳
45.8歳

47.7歳

4.2%

3.1%

7.3%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

40.0歳

42.0歳

44.0歳

46.0歳

48.0歳

50.0歳

御坊日高圏域

(n=307)

R3年度和歌山県

(n=193)

R3年度全国

(n=19,925)回答数：307人 回答数：193人 回答数：19,925人

御坊日高圏域
回答数：307人

R3年度和歌山県
回答数：193人

R3年度全国
回答数：19,925人

回答数
307人

回答数
307人

● 介護福祉士、介護支援専門員を持つ人は他に
比べて高く、一方で約１割は資格がない。

回答数：307人

御坊日高圏域
回答数：307人

R3年度和歌山県
回答数：193人

R3年度全国
回答数：19,925人



● 4割は介護施設（特養・老健）。

40.1%

20.2%

-5.5%

27.0%

18.2%

4.2%

22.5%

38.8% 41.0%

26.1%

19.5%
24.4%

46.3%

7.0%

-13.7%

17.5%

10.0%

-0.6%

23.7%

34.3%
28.8%

6.0%

-4.1%

14.1%

-20.0%

-10.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

仕
事
の
内
容
・や
り
が
い

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
機
会

賃
金

労
働
時
間
・休
日
等
の
労
働
条
件

勤
務
体
制

人
事
評
価
・処
遇
の
あ
り
方

職
場
の
環
境

職
場
の
人
間
関
係
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

雇
用
の
安
定
性

福
利
厚
生

教
育
訓
練
・能
力
開
発
の
あ
り
方

職
業
生
活
全
体

職
場
の
人
間
関
係
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

現在の職場を選択した理由は「資格が活かせる」「通勤が便利」「働き甲斐」が高く、仕事の満足度で
「仕事のやりがい」「職場の環境」はやや低く、「やりがい」へのアプローチが求められています。

7-4 現在の仕事の満足度

● 12項目中、他よりも満足度が高いのは10項目で、「仕事の内容・やりがい」「職場の環境」はやや低い。

７．現在の職場の状況 職員調査

【仕事の満足度Ｄ．Ｉ．】

7

25.1%

15.0%

12.1%

9.8%

7.5%

6.8%

6.5%

4.2%

3.6%

2.9%

2.3%

1.6%

1.0%

0.7%

0.7%

0.3%

0.0% 15.0% 30.0%

介護老人福祉施設
介護老人保健施設

訪問介護
居宅介護支援

認知症対応型共同生活介護
通所介護

認知症対応型通所介護
地域密着型通所介護

小規模多機能型居宅介護
特定施設入居者生活介護
訪問リハビリテーション
通所リハビリテーション

訪問看護
地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

福祉用具貸与・販売
短期入所生活介護

7-2 所属先の主なサービス 7-3 現在の職場での勤務年数

5.2%

4.9%

7.5%

4.6%

13.7%

8.5%

10.1%

45.6%

0.0% 25.0% 50.0%

６か月未満

６か月～１年未満

１～２年未満

２～３年未満

３～５年未満

５～７年未満

７～１０年未満

１０年以上

【現在の職場での勤務年数】

● 約半数は10年以上、22.2%が３年未満。

27.7%

27.7%

21.5%

20.2%

18.2%

16.0%

9.4%

6.8%

6.5%

5.2%

5.2%

1.3%

16.9%

0.0% 25.0% 50.0%

専門性が発揮できる

利用者の援助・支援や生活改善につながる

自分が成長している実感がある

仕事が楽しい

福祉に貢献できる

生計を立てていく見込みがある

キャリアアップの機会がある

目標にしたい先輩・同僚がいる

期待される役割が明確である

法人（事業所）や上司から働きぶりが評価される

業務改善の機会がある

その他

いずれにも当てはまらない

7-1 現在の職場を選んだ理由と現状

● 職場は「資格が活かせる」「通勤が便利」「働き甲斐」で選び、現状は「当てはまらない」が他よりも高い。

28.7%

27.0%

21.8%

20.2%

17.6%

14.7%

14.0%

7.8%

5.9%

5.9%

5.9%

4.6%

2.3%

1.6%

0.0% 15.0% 30.0%

資格・技能が活かせるから
通勤が便利だから

働き甲斐のある仕事だと思ったから
やりたい職種・仕事内容だから
人や社会の役に立ちたいから

理由は特にない
労働日、労働時間が希望とあっているから
経営が健全で将来的に安定しているから

賃金等の水準が適当だから
福利厚生が充実しているから

その他
法人の方針や理念に共感したから
教育研修等が充実しているから
子育て支援が充実しているから

【現在の職場に就職した理由（複数回答）】 【現在の仕事や職場の状況（複数回答）】

御坊日高圏域
回答数：307人

R3年度全国
回答数：19,925人

御坊日高圏域 R3年度全国
回答数：307人 回答数：19,925人

回答数：307人

回答数：307人



32.6%

25.4%

24.1%

19.9%

19.9%

13.4%

12.4%

11.7%

10.7%

5.9%

0.0% 20.0% 40.0%

介護に関するノウハウやスキル向上のための研修

コミュニケーションスキルの研修

メンタルヘルスの研修

特定の資格を取得するための研修

パソコンスキルの向上研修（エクセル、ワード等）

組織マネジメントの知識・スキルを身につける研修

職場におけるリーダーシップに関する研修

ICT技術の活用研修

OJT（事業所内での指導力養成）研修

英会話などの教養関係の研修

コロナ禍で外部研修への参加は全国に比べると低い状況でしたが、介護技術やコミュニケーションに関
する研修や３．７人に１人が介護関係の資格取得を望むなど、スキルアップが求められています。

８．スキルアップしたいこと 職員調査

8-2 介護関係の資格の取得希望

● ３．７人に1人は介護に関する資格の取得希望があり、介護支援専門員の取得希望が高い。

スキルアップをサポートする制度

種類 内容 対象 貸付限度額 窓口

介護福祉士実務者
研修受講資金

実務者研修受講資金の貸付

【返還免除要件】
資格取得し、県内で引き続き2年間対象
業務に従事

次のいずれにも該当する方
①実務者研修を受講し、研修修了
後、介護福祉士として業務に従事
する意思がある方
②県内の施設・事業所で業務に従
事している方

20万円（一回限り）

※実務者研修の授業料、実習費
及び教材費等納付金、参考図
書、学用品、交通費及び受験
手数料等

勤務先施設・
事業所

介護人材再就職
準備金

離職した介護職員（１年以上の経
験を有する者）への再就職準備金
の貸付

【返還免除要件】
県内で引き続き2年間対象業務に従事

介護職員として県内の介護施
設・事業所に再就職する方

40万円（一回限り）

※参考図書等の購入、転居費用、
勤務上必要な被服費、通勤用
自転車購入費、研修費用等

和歌山県社会
福祉協議会

介護分野就職
支援金

他業種から介護職員への就職準
備金の貸付

【返還免除要件】
県内で引き続き2年間対象業務に従事

一定の研修を修了し、介護職員
として県内の介護施設・事業所
に就職する方

20万円（一回限り）

※参考図書等の購入、転居費用、
勤務上必要な被服費、通勤用
自転車購入費等

和歌山県社会
福祉協議会

26.7%

37.3%

37.9%

0.0% 20.0% 40.0%

御坊日高圏域

(n=307)

R3年度和歌山県

(n=193)

R3年度全国

(n=19,925)

【取りたい資格がある人の比較】

41.5%

31.7%

20.7%

11.0%

0.0% 25.0% 50.0%

介護支援専門員

介護福祉士

社会福祉士

精神保健福祉士

【取得したい資格（複数回答）】

事業所が人材育成のために取り組んでいること

● 過去１年間に現場を離れての研修参加は34.2%と低い。受けたい研修は、介護技術とコミュニケーション
スキルの向上が求められており、研修計画を立案している７割の事業所では対応が望まれる。

【今後受けたい研修内容（複数回答）】

8-1 今後受けたい研修

34.2%

65.8%

41.8%

55.1%

0.0% 40.0% 80.0%

ある

ない

【過去１年間に勤務を離れた研修への参加状況】

70.6%

54.9%

52.9%

0.0% 40.0% 80.0%

教育・研修等の年間計画を立てている

教育・研修の責任者もしくは担当部署を決めている

資格取得のための補助

8

出典「福祉人材確保及び自立支援のための返還免除付き貸付事業のご案内」和歌山県社会福祉協議会

事業所調査

御坊日高圏域
回答数：307人

R3年度全国
回答数：19,925人

御坊日高圏域
回答数：82人

R3年度和歌山県
回答数:72人

R3年度全国
回答数：7,559人

回答数：307人

回答数：193人

回答数：19,925人

※各資金種類ごとに募集期間や条件が異なります。詳しくはホームページでご確認ください。

回答数：307人



57.9%

52.8%

60.4%
61.9%

63.4%
62.1%

63.1%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3

出典：「介護労働実態調査」公益財団法人介護労働安定センターを元に作成

25.0%

24.0%

18.3%

15.4%

14.4%

11.5%

10.6%

28.6%

16.7%

16.7%

11.9%

23.8%

23.8%

16.7%

25.3%

17.1%

13.3%

14.8%

17.6%

19.1%

13.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

職場の人間関係に問題があった

収入が少なかった

結婚・妊娠・出産・育児のため

自分の将来の見込みが立たなかった

他によい仕事・職場があった

法人や施設・事業所の理念や運営の在り方に不満があった

その他

●離職は「将来性」と「収入」「結婚・出産・育児」、介護関係への転職は「身近な人のすすめ」が影響している。

9-1 これまでの仕事の経験

職員の４割以上が「介護以外の仕事」からの転職です。一方、介護関係の仕事を辞める理由は「職場の
人間関係」「結婚・妊娠・出産・育児」が高く、職場の人間関係の改善と子育て支援が求められています。

● ８割以上は仕事の経験があり、その内「介護以外の仕事」は４割以上と高い。

9-2 介護関係の仕事を辞めた理由と復職した理由

【介護関係の仕事を辞めた理由（複数回答）】

【介護以外の仕事を辞めた理由（複数回答）】

● 離職は「職場の人間関係」と「収入」、復職は「生活費」以外にも「通勤時間」や「友人・知人の誘い」が
影響している。

➊ 通勤が便利(25.0%)

➋ 生活費を稼ぐため(23.1%)

➌ 友人・知人の誘い(22.1%)

➍ 労働条件(18.3%)

➎ 前より収入が高かった(15.4%)
回答数：104人

９．介護関係の職場への就職・転職のきっかけ 職員調査

9-3 介護以外の仕事を辞めた理由と介護関係に転職した理由

21.9%

15.6%

15.6%

14.1%

10.9%

10.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

自分の将来の見込みが立たなかった

収入が少なかった

結婚・妊娠・出産・育児のため

自分に向かない仕事だった

人員整理・勧奨退職・法人解散・事業不振等のため

職場の人間関係に問題があった

9

【仕事の経験がある人の仕事内容】
介護以外からの転職者が多い参 考

41.7%

33.9%

59.5%

27.5%

63.1%

32.4%

0.0% 40.0% 80.0%

介護以外の仕事

介護関係の仕事

81.8%

79.3%

75.7%

30.0% 60.0% 90.0%

御坊日高圏域

回答数:251人

R3年度和歌山県

回答数:153人

R3年度全国

回答数:15,087人

【仕事の経験がある人】

御坊日高圏域
回答数：104人

R3年度和歌山県
回答数:42人

R3年度全国
回答数：4,885人

介護関係に復職した理由（複数回答）

❶ 人に誘われた・勧められた(27.3%)

➋ 他によい仕事がなかった(19.5%)

➌ 資格を持っていた(18.8%)

➍ 興味があった(17.2%)

➎ 人の役に立ちたかった(15.6%)
回答数：128人

介護以外から転職した理由（複数回答）

回答数：307人

回答数：153人

回答数：15,087人



53.8%

29.4%

22.4%

14.7%

13.3%

11.9%

9.8%

4.2%

4.2%

13.3%

58.5%

28.8%

21.2%

27.1%

21.2%

8.5%

20.3%

14.4%

7.6%

5.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

仕事のやり方が職員によって違うので困った

専門用語がわからず苦労した

関わる人が多く、連携を取るのに苦労した

マニュアルが整備されていなかった

教えるペースが速すぎて理解できなかった

マニュアルはあったが現場でのやり方は違っていた

困ったときに相談する相手がいなかった

誰も教えてくれないので困った

根拠を聞いてもわからなかった

その他

指導担当者がいた

(n=143)

いなかった

(n=118)

受けた

61.2%

受けていない

38.8%

【採用時研修の有無】

今の勤務先で働き続けたい

52.4%

今の勤務する法人内で別の

事業所に異動したい 4.6%

介護関係の別の勤務先で

働きたい 4.9%

介護以外の福祉関係の別の

勤務先で働きたい, 0.7%

医療関係の別の勤務先で

働きたい, 2.3%

介護・医療・福祉関係以外の

勤務先で働きたい 5.2%

わからない

25.4%

働きたくない

4.6%

● 採用時に６割は研修を受け、採用後の一定期間に約半数は指導者がいた。

● 仕事に慣れるまで「仕事のやり方が職員によって違う」が指導者の有無に関わらず５０％以上、「専門用語
がわからない」が約３０％と高い。転職者は介護が未経験なので、配属先の上司、先輩のサポートが重要。

10-3 現在の職場での仕事の継続意向

介護以外からの転職が４割を超えている現状で、仕事に慣れるまでのサポート体制は十分とはいえず、体
制整備と共に「職員によるやり方の違い」など、ケアの質向上に向けた見直しが求められています。

【仕事の継続意向】

● 「今の勤務先で働き続けたい」は52.4%で他に比べて1割程度低く、「わからない」は25.4%と高い。

１０．仕事の継続にむけて 職員調査

回答数
307人

働き続けたい理由

◼仕事にやりがいを感じている
◼地域の方との交流も繋がってきている
◼職場の人間関係もよく、働きがいがある
◼家から近く職員が優しい、仕事が楽しい
◼通勤が便利
◼現在の職場はやりがいと責任があり、大変なことも多い
が楽しく仕事ができている

◼やりがいがない
◼いい職場があれば移りたい
◼人間関係も悪く、雰囲気もよくない
◼歳をとると介護をするのはしんどい
◼体力やメンタル等が維持できるかわからない

10-2 仕事に慣れるまでに困ったこと

10-1 仕事に慣れるまでのサポート体制

【指導担当者の有無別、仕事に慣れるまでに困ったこと・苦労したこと（複数回答）】
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※該当しない48人を除く

いた

46.6%
いなかった

38.4%

該当しない

15.0%

【指導担当者の存在】

回答数
307人

わからない理由

働き続けたい理由

⚫常に困り、悩み、それをサポートしてくれる
上司は皆無だった

⚫新人の時、説明や指導がなく数年経ち、
「なんで、これ知らんの？」と注意され、
もっときちんと教えておいて欲しかった

⚫未経験なので手厚く指導して欲しかった
⚫介護職員への人権がない
⚫年齢を重ねて転職すると、体力面で大変
⚫死が訪れるのが最初辛かった
⚫認知症の方との接し方が難しかった
⚫無資格でできる職業だが、専門知識や技
術が必要な場面が多くあった

転職してサポートしてほしかったこと

回答数
307人



20.2%

16.6%

16.6%

15.3%

11.1%

9.4%

9.1%

6.5%

4.9%

0.0% 10.0% 20.0%

自分と合わない上司や同僚がいる

部下の指導が難しい

ケアの方法等について意見交換が不十分

上司や同僚との仕事上の意思疎通がうまくいかない

経営層や管理職等の管理能力が低い、業務の指示が不明確、不十分

経営層の介護の基本方針、理念が不明確

上司や同僚から各種ハラスメントを受けた、または見聞きしたことがある

悩みの相談相手がいない、相談窓口がない

上司や同僚の介護能力が低い

11-1 職場の悩み

介護関係の仕事を辞める理由は「職場の人間関係」、「結婚・妊娠・出産・育児」が高く、職場の人間関
係の改善と育児休業などの整備が求められています。復職につながるポイントは通勤時間、転職は身近
な人の勧めが高く、施設・事業所のある地域との関係づくりが重要になっています。

● 「人手不足」は52.4%、「賃金が低い」41.4%、「精神的にきつい」は29.0%で他に比べて高い。
● 困っても相談しない、相談できない理由が「相談しても変わらない」「相談できる雰囲気がない」。

11-2 職場の人間関係の悩み

● 「上司や同僚との人間関係」に悩む人が多く、ハラスメントを受けた・見聞きした人が1割ある。

52.4%

41.4%

29.0%

28.0%

26.4%

16.9%

16.0%

13.7%

13.0%

10.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

人手が足りない

仕事内容のわりに賃金が低い

精神的にきつい

有給休暇が取りにくい

身体的負担が大きい

業務に対する社会的評価が低い

休憩が取りにくい

夜間や深夜時間帯に何か起きるのではないかと不安がある

健康面（感染症、ケガ）の不安がある

業務分担ができていない

１１．働く上での悩み 職員調査

【労働条件・仕事の負担の悩み、不安、不満（複数回答）】

➊ 同僚 65.1%

➋ 上司 53.1%

➌ 相談しない 9.1%
・相談しても変わらない
・信用できない、居ずらくなる

➍ 誰にも相談できない 5.9%
・上司に相談でき雰囲気がない(61.1%)
・同僚に相談できる雰囲気がない(38.9%)
・相談しても聞いてもらえない(22.2%)

老健、特養の職員が約6割で、
介護職員が7割以上

● 「わからない」が４割と高く、相談窓口の存在が周知されていない可能性もある。また、相談窓口はあるが
約１割は「相談できる雰囲気」がない。

11-3 相談窓口の有無と利用状況

【相談窓口の設置状況】

よく話を聞いてくれる
(９１．８％)

相談できる雰囲気がない
(8.9%)

ある

40.7%

49.7%

41.0%

ない

20.5%

30.6%

34.9%

わからない

38.8%

16.6%

22.0%

無回答

3.1%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分

御坊日高圏域

(n=307)

R3年度和歌山県

(n=193)

R3年度全国

(n=19,925)

ある

18.4%

ない

81.6%

➊ 同僚 64.8%

➋ 上司 46.9%

➌ 相談しない 12.1%
・相談しても変わらない
・信用できない、居づらくなる

➍ 誰にも相談できない 4.6%
・同僚に相談できる雰囲気がない(57.1%)
・上司に相談できる雰囲気がない(38.9%)
・上司に相談しても聞いてもらえない(21.4%)
・同僚に相談しても聞いてもらえない(14.3%)

ハラスメントの内容
⚫自分の機嫌で態度を変える。
⚫関わりの無い利用者に対し、土下座をさせられた。仕事と関係の無い事もトップに密告される。
⚫人格を否定するような言葉をかけているのを見たことがある。
⚫新しく入ってきた職員に、利用者もいる前で大声で怒鳴り怒っているのは度々見かけるし、言
われたこともある。離職につながる原因は職員の人間関係が多い。

⚫挨拶しても無視される。まるでそこにいないかのような扱いをされた。
⚫書類などの不備に、｢あなただけだから｣｢次からは指摘しない｣など激しい口調で言われた。
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【人間関係等の悩み、不安、不満（複数回答）】

相談窓口の利用状況 相談窓口の対応状況

回答数
125人

人間関係の悩みの相談先（複数回答）

労働条件や仕事に関する相談先（複数回答）

回答数:307人

回答数:193人

回答数:19、９２５人

回答数:307人

回答数:307人



26.1%

23.5%

17.9%

16.3%

13.7%

13.7%

13.4%

0.0% 15.0% 30.0%

利用者に適切なケアができているか不安がある

利用者と家族の希望が一致しない

利用者は何をやってもらっても当然と思っている

介護事故で利用者にケガをおわせてしまう不安がある

利用者の行動が理解できずに対処方法がわからない

利用者の家族が必要なサポート・理解をしてくれない

良いと思ってやったことが利用者に理解されない

90.6%

20.2%

8.8%

3.9%

2.9%

2.0%

2.0%

1.3%

0.0% 50.0% 100.0%

同じ職場の職員

利用者の担当ケアマネジャー

地域包括支援センターの職員

他事業所の職員

誰にも相談できない

職場の家族介護の経験者

相談しない

その他

34.9%

28.3%

15.3%

7.8%

5.2%

17.6%

14.5%

9.8%

9.6%

19.5%

14.7%

9.1%

0.0% 20.0% 40.0%

暴力

暴言（直接的な言葉の暴力）

介護保険以外のサービスを求められた

セクハラ（性的嫌がらせ）

11-4 利用者・家族に関する悩みと相談先

【利用者・家族への悩み、不安、不満（複数回答）】

● 「適切なケアができているか」が高く、「ケガをおわせる」「対処法がわからない」などケアスキルへの不安
がある。

⚫個別ケアが難しい

⚫経験不足

⚫自分のケアが合っているかわからない

⚫自分のしたことが正しいか不安になる

⚫認知症に対する理解や声かけ

⚫利用者を「モノ」としてみている雰囲気がある

● 他に比べて「暴力」「暴言」を受けた割合が高い。関わりで困った時は、同じ職場の職員へ相談している。

ハラスメントを知ろう！
2022年4月から職場におけるパワーハラスメント対策が事業主の義務になり、安心して働くことのできる
職場環境・労働環境を整えていくことは必要不可欠です。また、事業主に相談したこと等を理由とする不利
益取扱いも禁止されています。

パワハラ

➊身体的な攻撃 ➋精神的な攻撃

➌人間関係からの切り離し ➍過大な要求

➎過小な要求 ➏個の侵害

セクハラ

➊対価型セクシュアル
ハラスメント

➋環境型セクシュア
ハラスメント

マタハラ

➊制度等の利用への
嫌がらせ型

➋状態への嫌がらせ型

出産・育児・介護に関連す
る制度利用を阻害する嫌
がらせ。

出産・育児による就労環境
を害する、嫌がらせ。

経営者から性的な関係を
要求されたが、拒否したら、
解雇された。

事業所内で上司が腰や胸な
どを度々触るので、また触
られるかもしれないと思う
と仕事が手に付かず就業意
欲が低下している。

殴打、足蹴りを行う。
相手に物を投げつける。

人格を否定するような
言動を行う。必要以上
に長時間にわたる厳し
い叱責を繰り返し行う。
他の労働者の前で、大声で威圧的
な叱責を繰り返し行う。

特定の労働者を
仕事から外し、
長時間別室に
隔離する。
１人の労働者に対し、同僚が集団
で無視をし、職場で孤立させる。

新入社員に必要な
教育を行わないまま、
到底対応できない
レベルの業績目標を課し、達成でき
なかったことに対し厳しく叱責する。
業務とは関係のない私用な雑用の
処理を強制的に行わせる。

管理職である
労働者を
退職させる
ため、誰でも
遂行可能な業務を行わせる。気に
入らない労働者に対する嫌がらせ
のために仕事を与えない。

労働者を職場外
でも継続的に監視
したり、私物の写真撮影をしたり
する。労働者の機微な個人情報に
ついて、本人の了解を得ずに他の
労働者に暴露する。
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【利用者・家族からセクハラ・暴力等を受けた経験（複数回答）】 【関わりで困ったときの相談先（複数回答）】

➊ 上司に相談できる雰囲気がない

➋ 上司に相談しても聞いてもらえない

➌ 同僚に相談できる雰囲気がない

出典「ハラスメント基本情報」ハラスメントの類型と種類,明るい職場応援団,厚生労働省https://www.no-harassment.mhlw.go.jp/

御坊日高圏域
回答数：307人

R3年度和歌山県
回答数:193人

R3年度全国
回答数：19,925人

回答数:307人

回答数:307人

適切なケアができているか不安に思うこと

相談できない理由（複数回答）



86.0%

98.7%

74.6%

80.8%

72.3%

72.0%

74.9%

89.3%

77.2%

87.3%

70.7%

72.3%

50.8%

69.7%

48.2%

32.2%

23.1%

20.5%

19.2%

19.2%

18.9%

17.9%

16.9%

16.3%

15.3%

14.3%

12.7%

7.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

介護能力の向上に向けた研修

定期的な健康診断の実施

介護に関する事例検討会の開催

実務の中で、上司や先輩から指導や助言を受ける機会の設定

能力や資格取得に応じて賃金が上がる仕組み

働き方や仕事内容、キャリアについて上司と相談する機会の設定

介護能力に見合った仕事への配置

採用時における賃金・勤務時間の説明

勤務体制を決める際の職員の要望を聞く機会の設定

事故やトラブルへの対応マニュアル作成の体制づくり

介護能力を適切に評価する仕組み

キャリアアップの仕組みの整備

福祉機器やロボットの導入

事業所の相談援助体制の設定

行われている

役立っている

早期離職防止・定着促進のために実施していることとその効果（複数回答）

多くの事業所で解消に向けた取り組みがすすめられていますが、内容は職員に役立つこととのギャップ
があり、職員の意見を聞きながらすすめていくことが望まれます。

1２．悩み・不安・不満等の解消に向けた取組状況 職員調査

12-1 悩み・不安・不満解消のための取り組みと効果

● 全項目について取り組まれている割合は高く、介護能力の向上や適切な評価等が望まれている。

【悩み・不安・不満解消するために取り組まれていること、役立っていること（複数回答）】

【職種別にみた悩み・不安・不満解消するために役立っていること（複数回答）】

訪問介護員
サービス提供
責任者

介護職員 看護職員 生活相談員 PT/OT/ST等 介護支援専門員 施設長・管理者 その他

1

介護能力の向上
に向けた研修
61.3%

介護能力の向上
に向けた研修
60.0%

介護能力の向上
に向けた研修
49.7%

介護能力の向上
に向けた研修
36.4%

働き方や仕事内
容、キャリアにつ
いて上司と相談
する機会の設定
45.5%

介護能力の向上
に向けた研修
42.9%

介護に関する事
例検討会の開催
52.9%

介護能力の向上
に向けた研修
69.2%

介護能力の向上
に向けた研修
53.8%

2

定期的な健康診
断の実施48.4%

定期的な健康診
断の実施
60.0%

定期的な健康診
断の実施
26.8%

定期的な健康診
断の実施
30.3%

キャリアアップの
仕組みの整備
45.5%

介護に関する事
例検討会の開催
21.4%

定期的な健康診
断の実施
44.1%

定期的な健康診
断の実施
53.8%

実務の中で、上司
や先輩から指導
や助言を受ける
機会の設定
38.5%

3

働き方や仕事内
容、キャリアにつ
いて上司と相談
する機会の設定
35.5%

介護に関する事
例検討会の開催
40.0%

介護能力に見
合った仕事への
配置
19.0%

実務の中で、上司
や先輩から指導
や助言を受ける
機会の設定
30.3%

介護能力の向上
に向けた研修
36.4%

介護能力に見
合った仕事への
配置
21.4%

介護能力の向上
に向けた研修
35.3%

能力や資格取得
に応じて賃金が
上がる仕組み
53.8%

介護に関する事
例検討会の開催
30.8%

12-2 事業所の取り組みとのギャップ

● 事業所では労働条件の改善への取り組みは高いが、職員が求めている介護能力の向上などへの取り組
みは低い。

13

事業所調査

回答数：51事業所

回答数：307人

74.5%

58.8%

60.8%

19.6%

41.2%

33.3%

66.7%

27.5%

35.3%

15.7%

37.3%

11.8%

41.2%

37.3%

17.6%

15.7%

15.7%

9.8%

7.8%

7.8%

7.8%

5.9%

5.9%

5.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

残業を少なくする、有給休暇を取りやすくする等の労働条件の改善に取り組んでいる

本人の希望に応じた勤務体制にする等の労働条件の改善に取り組んでいる

職場内の仕事上のコミュニケーションの円滑化を図っている

賃金水準を向上させている

経営者・管理者と従業員が経営方針、ケア方針を共有する機会を設けている

能力や仕事ぶりを評価し、賃金などの処遇に反映している

採用時に業務内容・就労条件について詳細に説明する

仕事内容の希望を聞いて配置している

業務改善や効率化等による働きやすい職場作りに力を入れている

新人の指導担当・アドバイザーを置いている

悩み、不満、不安などの相談窓口を設けている

子育て支援を行っている

実施している

効果がある



● 職員は「給与面の改善」「介護のイメージアップ」「子育て支援」が高いが、事業所が考える有効策とは順
位が異なっている。

介護関係の仕事を辞める理由は「職場の人間関係」、「結婚・妊娠・出産・育児」が高く、職場の人間関
係の改善と育児休業などの整備が求められています。復職につながるポイントは通勤時間、転職は身近
な人の勧めが高く、施設・事業所のある地域との関係づくりが重要になっています。

13-1 人材確保に必要だと思うこと

【人材確保に必要だと思うこと（複数回答）】

13-2 今後目指したいケア

87.6%

58.3%

38.1%

21.2%

19.9%

14.3%

13.7%

0.0% 50.0% 100.0%

給与面の改善

介護職のイメージアップ

子どもを預けて働ける環境（保育所等の充実）

資格取得研修等の開催

潜在的有資格者の掘り起こし

無料職業紹介・就職相談会の開催

就学資金等貸付制度の充実

【職種別にみた人材確保に必要だと思うこと（複数回答）】

訪問介護員
サービス提供
責任者

介護職員 看護職員 生活相談員 PT/OT/ST等 介護支援専門員 施設長・管理者 その他

1

給与面の改善

76.7%

給与面の改善

100.0%

給与面の改善

87.6%

給与面の改善

84.8%

子どもを預けて
働ける環境

63.6%

給与面の改善

100.0%

給与面の改善

91.2%

給与面の改善

84.6%

給与面の改善

85.7%

2

介護職のイメー
ジアップ

60.0%

介護職のイメー
ジアップ

100.0%

介護職のイメー
ジアップ

57.5%

介護職のイメー
ジアップ

54.5%

介護職のイメー
ジアップ

54.5%

介護職のイメー
ジアップ

57.1%

介護職のイメー
ジアップ

64.7%

介護職のイメー
ジアップ

61.5%

子どもを預けて
働ける環境

57.1%

3

子どもを預けて
働ける環境

40.0%

子どもを預けて
働ける環境

60.0%

子どもを預けて
働ける環境

30.1%

子どもを預けて
働ける環境

33.3%

資格取得研修等
の開催

36.4%

子どもを預けて
働ける環境

35.7%

子どもを預けて
働ける環境

52.9%

子どもを預けて
働ける環境

38.5%

介護職のイメー
ジアップ

42.9%

事業所が人材確保に有効だと考えている
こと

● お互いが相手の立場になって考えられる。

● 型にはめたケアでなく、その人個人にあったケア。

● 在宅で最後まで生活したいと思われている方の
少しでも役に立てるケアを目指したい。

● 相手の立場を自分に置き換えて、できる事を奪わ
ない。

● 利用者本来の力を発揮できるようなケア。

● 利用者がその人らしい生活をしていけるような支
援。

● ここへ来るのが楽しみだと言ってくれる。本人や家
族が信頼してくれるケア。

● 一人ひとりに、しっかりよりそい その人らしく生活
していただく。笑顔が見られるケア。そのためには
ケアする側のスキル 人間性(思いやり)が大切。

● 現実は失敗の連続です。そこから学ぶことがあり
時間がかかりますが成長に繋がる大事な大切な
プロセスだと思っています。

● 自分が楽しいと思っている事を伝える。

● 介護の仕事を知ってもらうことが必要。

● 小、中、高校への福祉授業の導入。

● 介護はマイナスイメージが多いが、利用者さんと関わる
事で楽しい部分や嬉しい部分もある。給料面が改善さ
れるとやってみようと思う人が出て来るかもしれない。

● 介護を身近なものにしていく…若い人、高齢者、こども
といった共に生活するという社会の実現。

● 現場の声、風景を発信できればと思う。SNSで発信し
ていけば興味を持ってもらえるのではないか。

● 今、介護に携わっている職員が「明日も頑張ろう」と自
然に思えること。

● 仕事量は多いが、やりがいのある仕事。認知症の方が
多いが、人生の先輩として学ぶこともある。未来の自分
に、少しでもコツや経験があると役立つと思う。

● 少なくとも1人で抱え込まないですむ人員と安定
した給与、充分な休息は必要。

● プライベートが充実でき、仕事が楽しい、充実して
いると思える職場を目指す。

13-3 勧めたい仕事にしていくために

1３．これからの介護人材確保に必要なこと 職員調査

14

事業所調査

回答数：51事業所

回答数：307人

72.5%

66.7%

54.9%

54.9%

52.9%

52.9%

51.0%

49.0%

43.1%

33.3%

休暇を取りやすい職場環境の充実

事業所内のコミュニケーションを大切にする

現在の介護労働環境の見直しと改善、介護業務量の削減

資格取得や能力向上に向けた支援の拡充

職員教育制度の充実（キャリアアップなど）

介護の仕事の魅力を地域に積極的に発信

事業所として地域との関わりを大切にする

福利厚生制度の充実

出産、子育て、家族等への支援制度などの充実

ICTやハイテクロボットの活用



介護現場で働くみなさんへ

ご利用者の安心と安全と幸福のために、多様化・複雑化する介護現場
の最前線で、常に身を粉にして戦っているあなた達は、介護サービスを受
けるご本人やご家族の方々、行政、そして介護に携わる全ての関係者達の
宝であり希望の星です。
真っ直ぐに頑張ってくれているあなた達がいるからこそ、２４時間３６５日、

介護現場において人々の命が支えられています。
毎日、毎日、苦しいこと、辛いこと、泣きたくなることもたくさんあると思い

ます。それでも一生懸命、ご利用者の方たちを守るために戦っているあなた
達は、紛れもなく私たちの誇りであり未来です。
どうかくじけず、あきらめないでください。あなた達がご本人やご家族の

方々を支えているように、あなた達を支える応援者は周りにはたくさんいま
す。
私たちと共に、風通しの良い、明るい介護の未来を創っていきましょう。

調査結果の閲覧先

相談窓口

きちんと話そうと思わなくても大丈夫です！話せることから、ゆっくりどうぞ…

御坊市御坊市

御坊市介護福祉課

0738-23-5851

kaigo@city.gobo.lg.jp

美浜町美浜町

美浜町かがやく長寿課

0738-22-××××

▲▲▲@●●●.jp

日高川町日高川町

日高川町保健福祉課

0738-22-××××

▲▲▲@●●●.jp
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